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新しい年度が始まり、あっという間に４月も終わろうとしています。１年生は入学から

３週間が経ち、授業はもちろん、給食や掃除にも元気いっぱいに取り組んでいます。慣れ

ない環境の中でも友達との関わりを大切にしながら、中学校生活のリズムを少しずつ自分

のものにしている様子が伝わってきます。２年生は先輩としての自覚を持ち、授業をはじ

めさまざまな場面で積極的に行動する明るい姿が印象的です。３年生は最高学年として、

修学旅行に向けた準備を着々と進めており、係ごとに協力しながら計画を練る真剣な姿が

頼もしく感じます。仲間と力を合わせて作り上げていく過程を通じて、さらなる成長が期

待されます。どの生徒もそれぞれの立場で精いっぱい活動している様子がうかがえます。 

さて、今年、本校は「創立 80年周年」を迎えます。これまで培ってきた伝統を大切にし

ながら、今年度は以下の七つの方針を中心に教育活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中でも「確かな学力の保証」については本校が常に大切にしている目標であり、これま

で積み重ねてきた授業での実践を引き続き大切にしながら、今年度はさらに一歩踏み込ん

だ取り組みを進めてまいります。 

今年度特に力を入れてくのが、学級経営の充実です。生徒一人一人が「ここに居てよい」

と感じられる所属感、安心して自分を表現できる安心感、そしてクラスの中で自分が必要

とされているという役割感この三つを基盤としたウェルビーイングの高い学級づくりを目

指します。生徒が互いのよさを認め合い、尊重し合える支持的な風土を学級の中に育むこ

とで、学びの質をさらに高めていきたいと考えております。 

 そのためには、生徒一人一人の実情をより的確に把握することが欠かせません。日々の

学校生活の様子に丁寧に目を向けながら、保護者の皆様とも連携を密にし、家庭と学校が

一体となって生徒を支える体制を築いてまいりたいと思います。引き続き、どうぞよろし

くお願いいたします。 

附属札幌中学校の教育

〈１年生 新たな仲間との授業〉 〈２年生 宿泊学習準備の様子〉 〈３年生 修学旅行準備の様子〉 

(1) 同僚性を発揮した学校経営 

(2) 確かな学力の保証 

(3) 豊かな人間性の育成と生徒指導の充実 

(4) 健やかな体の育成 

(5) GIGAスクール構想の実現 

(6) 地域・保護者から信頼される学校づくり 

(7) 大学の附属学校としての学校づくり、特色化に向けた取組 



 

一人ひとりが参加できる学校へ～社会モデルの視点から 

ふじのめ学級主任 菅原 祐司 

 

「障害の社会モデル」という言葉は御存じでしょうか。 

障害の社会モデルとは、イギリスの障害当事者運動から生まれ、後に学問として整理された考え

方です。これは、障害によって生み出される障壁が個人の心身機能の問題ではなく、人、モノ、環境

など社会のあり方によって生み出されているという考え方になります。つまり、障壁を生み出してい

るのは社会であり、それを解消するのは社会の責務であるという考え方です。 

この社会的障壁は主に四つあります。物理的障壁（高い位置にあるボタン、ホームと電車の隙間

など）、制度的障壁（障害を理由に受験資格を得られない、盲導犬が入店を拒否されるなど）、文

化・情報面の障壁（タッチパネルのみの案内、音声のみの案内など）、意識上の障壁（障害による

身体的な見た目の指摘、精神障害の方への偏見の目など）があり、現在は様々な場面で「合理的

配慮」という形でそれらの障壁を社会全体で減らさなければいけなくなっています。 

少し言い方がきつく感じるかもしれませんが、具体的に言えば、入り口に階段しかない建物だと、

車いすの人は入れません。これは本人の努力が足りないからではなく、環境が合っていないことが

理由になるので、スロープを設置するという流れになります。つまり、車椅子に乗っている人の心身

機能の問題だけでなく、スロープを設置していないお店側にも原因がある、というのが社会モデル

を取り入れた一例となります。 

私たち特別支援学級では、「できないことを子どもの問題だけにしない」 という見方をもとに、

できるようにしていく指導や支援とあわせて、「できるようになるまで待つ」のではなく、「力を発揮

できる環境を整える」ことも大切な役割だと考えています。子どもを変えるだけでなく、学び方や関

わり方を工夫することで、その子らしく参加できるようにするということも非常に重要です。しかし、こ

れらのことは特別支援学級だけで取り組んでも効果はあまりありません。社会モデルを取り入れて

考えるならば、社会全体（学校全体）で取り組みたいと思うことだからです。 

昨年度、PTA の広報委員の方に D 組をたくさん取材していただき、広報誌でも取り上げていた

だきました。ありがたく思うと同時に、生徒同士の活動でも一緒にできる場面をもっと作りたいとよ

り強く思うようになりました。学校という閉ざされた世界にいる間は、「交流という形式」で行ってい

ますが、社会という大きな世界に出ると、こういった形式が自然に提供されることはなくなります。附

属中学校の生徒には、学生であるうちにたくさんの出会いを重ね、考え、試行錯誤し、よりよい社会

を目指す一員として羽ばたいてもらうために、「障害の社会モデル」というフィルターで物事を透か

して見る習慣を深めてもらえればとてもうれしいです。また、生徒を支える保護者の方々にも今後と

も引き続き御理解と御協力をいただければ、大きな支えとなります。どうぞ１年間よろしくお願いい

たします。 

 



■授業参観、各学年・学級 PTA懇談会                                     

17日（金）に全学年の授業参観、学年・学級ＰＴＡ懇談会を開催しました。多数の御参加と駐

車の御協力、誠にありがとうございました。４月の学年ＰＴＡ懇談会では、各学年主任から学年

運営についての方針等について御説明いたしました。次回の授業参観は６月２日（火）午後を予

定しております。校外学習・宿泊行事を通して生徒の成長の様子についてお伝えできればと考え

ております。多くの保護者の皆様に御参加いただけますと幸いです。 

■生徒会入会式・承認式                                        

21日（火）には、生徒会入会式・承認式が行われました。

前期の各委員長、局長から決意表明があり、前期の活動の重

点が語られました。整然とした雰囲気の中、新入生も真剣な

表情で耳を傾け、生徒会活動への期待と意欲を高めている

様子でした。これから始まる前期の活動が楽しみです。 

■部活動について                                          

18日（土）から今年度の部活動がスタートしています。今年度は以下の五つの部が開設されるこ

とになりました。 

 

 

 

 

 

本校の部活動は、広域通学により帰宅時間が遅くなることから、平日には行わず、土・日・祝日

に一日３時間程度活動します。また、健康と安全を考えて２週間に一度休養日を設定しております。

活動時間は限られていますが、その中で一人一人が目標をもち、活動を通じて成長することができ

るよう指導して参ります。なお、以前御案内した通り、本校の部活動は今年度（令和８年度）の中

体連をめどに活動を終えることとなっております。 

■「共創の学校」の理念に基づいた PTA活動が始まりました                               

 25日（土）にＰＴＡ総会・ふじづる会総会が開催され、令和８年度のＰＴＡ活動が正式に始まり

ました。また、第１回の各常務委員会も行われました。委員を引き受けていただいた皆様、改めま

して感謝申し上げます。 

本校ではこれまで以下のような「共創の学校」の理念に基づき、保護者と教職員が力を合わせて

教育を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、ＰＴＡの役員・委員、ふじづる会の役員の皆様を中心に、会員の皆様と協力しながら、

子どもたちのためによりよい教育を創り上げていきたいと考えております。また、保護者の方々と

関わることは子どもたちにとって多くを学ぶ場にもなります。学校行事等、様々な場面への御参画

をお待ちしております。今年度も御理解と御協力のほどよろしくお願いいたします。 

「共創の学校」の理念とは  
・子どもたちが生き生きと、喜びをもって学びの場に臨み、「活動的で、協働的で、自己理解に基づ

いた学び」を中心に、自らの学びを創り上げる学校。 

・子どもの「学び」に関わる生徒、教師、地域・社会の人々が有機的につながり、「子どもの学びの

姿」を中心に、学び合い、高まり合い、相互に機能していくことのできる場としての学校。 

・サッカー ・ソフトテニス ・卓球  

・バスケットボール ・バドミントン   



 

 

日付 曜日 行事等の予定 
下校バス時刻 

（予定） 

1 金 
尿検査２次/２年宿泊学習準備活動/３年生修学旅行準備活動 

Ｄ組給食交流（全学年）/１年校外学習準備活動 
16:20 

2 土 部活動可  

3 日 憲法記念日/部活動可  

4 月 みどりの日/部活動可  

5 火 子どもの日/部活動可  

6 水 振替休日/部活動可  

7 木 ３年全国学調・英語 CBT/【研究日】簡易清掃 16:10 

8 金 
３年生修学旅行準備活動/Ｄ組給食交流（全学年）/委員会・専門局会④ 

【職員会議】簡易清掃 
15:10 

9 土 部活動不可/附属花プロジェクト ９：３0～  

10 日 部活動可  

11 月 議案書審議学活 16:20 

12 火 
２年宿泊学習準備活動/３校時後給食/３年修学旅行準備活動 

３年修学旅行結団式 

１・2年生 16:20 

3年生 麻生 14:40 

13 水 ３学年修学旅行①/１年校外学習準備活動 16:20 

14 木 ３学年修学旅行②/２年宿泊学習準備活動 16:20 

15 金 ３学年修学旅行③/Ｄ組給食交流（１・２年）/１年校外学習準備活動 16:20 

16 土 部活動可/※３年生は部活動不可  

17 日 部活動可/※３年生は部活動不可  

18 月 ３年修学旅行解団式/１年眼科検診/１年校外学習準備活動 16:20 

19 火 
PTA・ふじづる合同役員会②/委員会・専門局会⑤/ 

２年宿泊学習結団式/２年宿泊学習準備活動 

１・3年生 16:20 

2年生 麻生 14:45 

20 水 ２年宿泊学習① 16:20 

21 木 ２年宿泊学習② 16:20 

22 金 ２年臨時休業日/Ｄ組給食交流（１・３年）/１年校外学習準備活動 16:20 

23 土 部活動可  

24 日 部活動可  

25 月 ２年宿泊学習解団式 16:20 

26 火 ３校時後給食/１年校外学習結団式/１年校外学習準備活動 
2・3年生 16:20 

1年生 麻生 14:35 

27 水 １年校外学習 16:20 

28 木 １年校外学習解団式/放）生徒総会リハ/【研究日】簡易清掃 16:10 

29 金 Ｄ組給食交流（全学年）/生徒総会 16:20 

30 土 部活動可  

31 日 部活動可  

                 ５月の行事予定 


